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　生活保護を受給している母子・父子家庭に上乗せ支給（都市部で子ども１人の場合で月約２万円）されて
いました。対象は全国で10万世帯、約18万人の子どもに及びます。小泉政権以来の社会保障費削減路線の中
で段階的に廃止され、今年度（2009年度）に全廃。生活に困窮する母子・父子家庭の切実な声を背景に、国
会で野党４党が加算を復活させる法案を共同提出し、６月末の参議院で可決されました。

今月のキーワード
生活保護母子加算

　新規タクシーの参入制限を強化し、乗務員の労働条件改善を図ることなどを目的にした法律。政府の規制
緩和政策でタクシーが供給過剰となり、乗務員の賃金低下や長時間労働、安全低下が大きな問題になってい
ました。自交総連など労働組合は規制強化を求めていましたが、運賃規制などを盛り込んだ規制強化が６月
に参議院本会議で可決成立しました。構造改革路線に重要な一石を投じる法律です。

今月のキーワード
タクシー規制強化法
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　堺市長選挙が９月13日告示、27日投票で実施されます。この選挙に、
堺市職労も参加する「住みよい堺市をつくる会」は、大阪府立大学名誉
教授の小林ひろしさんを擁立。民主市政の実現をめざして奮闘します。

市民集会には600人の市民が参加しました（７／22）
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　高石市職労青年部が７月28日に定期大会を開催
し、活動を再スタートさせました。青年部長の足立
和哉さんは「これからは新メンバーで力を合わせて
楽しく活動していきたい」と抱負を語っています。

　大阪自治労連第20回バレーボール大会が７
月18日、堺市大浜体育館で開催され、男子４
チーム、女子３チームが参加。男子は守口市
職労が優勝。女子は堺市職労が４連覇を達成
し、全国大会への出場権を獲得しました。
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